
（図４）
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・国道４４号の釧路町別保 ～

根室市温根沼間の未事業区

間は線形隘路の約６割が

厚岸町に集中し、また区間最

大の通過市街地であるため、

走行速度が低下するとともに、

一般交通と物流交通の輻輳

による交通事故が多発。

（図５，６，７）

２．原因分析

②路面凍結や視程障害発生
による走行性・定時性低下

③災害発生時の幹線道路の
代替性・多重性の欠如

①線形不良区間や市街地で速度低下や安全性が低下

１．釧路根室地域の課題

①全国の「食」を支える地域の
物流効率の低さ

③高次医療の受療レベルの低下

津波による道路ネットワークの寸断（図４）

第３次救急医療機関60分カバー圏（図３）

④大規模地震の不安を抱える地域

資料：国勢調査（H27)

く し ろ ね む ろ

根室釧路地域から物流拠点までの輸送（図１）

搬送所要時間分布（図９）

冬季の地吹雪状況（写真１）

厚岸町の避難・支援路の寸断（図１０）

資料：道路台帳

釧路～根室間の
線形隘路割合（図５）

・釧路根室地域は道内の物流拠点までの距離が

長く、長距離の陸上輸送を強いられる。（図１）

・根室市のさんまは国内外へ販路拡大が図ら

れており、全国屈指の食糧供給基地として、

農水産品を安定供給するため、輸送の安全性

向上と効率化が求められる。（図１）

・釧路根室地域は第３次救急医療施設カバー

面積が全国１位の広さであり、 通院や救急

搬送は釧路市に集中。

・釧路根室地域は30年以内の大規模

地震発生確率が高く、厚岸町では市

街を中心に津波浸水予測範囲が存在。

あっけしちょう

・国道４４号の釧路町～根室市間

では、冬季間の約５割で交通阻

害となる視界不良や冬季路面が

発生しており、物流や観光周遊、

救急搬送の走行性・定時性が著

しく低下。 （図８，９、写真１）

・国道４４号及び周辺道道が津波浸水

予測範囲に位置することから、津波に

より道路が被災した場合、厚岸町への

アクセスが困難。（図１０）

あっけしちょう

・厚岸町の人口のうち、第３次救急医療機関

の60分圏外は、夏季は４割程度だが、冬季

悪天候時は速度低下により、９割以上に増

加。（図３）

あっけしちょう

・釧路市と根室市を結ぶ国道は４４号のみであり、

厚岸町が津波浸水被害を受けると釧路～根室

間の道路ネットワークが寸断する恐れがある。

釧路～根室間の線形隘路
区間での事故割合（図６）

資料：事故マッチングデータ（H18-27） 資料：民間プローブデータ（H26-28）

区間平均速度（図７）

資料： 釧路開発建設部道路パトロール（H26～28）
※冬季は12月～2月、パトロール頻度は概ね2日に1回
冬季路面は圧雪、アイスバーン、シャーベット状態

冬季路面・視界不良割合（図８）
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凡 例

高規格道路（事業中）

高規格道路（開通済）

一 般 国 道

主要道道・一般道道

津波浸水予測範囲

津波浸水により、救援物資の輸送や
災害復旧に大きく影響

東日本大震災時は
住民約1千人が避難

全国１位を誇るさんま、生乳等の
農水産品を毎日輸送
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H22に「根室市アジア圏輸出促進
協議会」を発足し、アジア市場に
向け輸出促進の取り組みを推進。

根室産さんまの
ベトナム輸出量
Ｈ22→Ｈ28で
100倍に増加

道内の物流拠点までの距
離が長く、フェリー等の出
航時間に間に合わせるた
めにトラック満載で出荷で
きない場合がある。

資料：根室市

資料:北海道防災会議地震専門委員会資料の津波予測範囲を基に釧路開発建設部作成

関東・関西
ベトナム等へ

関東・関西等へ

凡 例

開 通 区間

事業中区間

調査中区間 □□□

根室港～苫小牧港
：約415ｋｍ、約355分

【東日本大震災時の避難状況】
（道の駅厚岸グルメパーク）

厚岸町内の国道44号
冠水状況（写真2）

・国道44号は湿地帯を通過
するため、冠水による通行

止めが発生しやすく、定時

移動を阻害。（写真2）

資料：道路交通センサス（Ｈ27）

津波災害時、周辺道路が
津波浸水により利用できない

津波発生時では、厚岸町
（約8千人）が孤立する恐れ

資料：厚岸町津波ハザードマップ（平成25年3月）

釧路東部消防本部
（災害時の厚岸町
災害対策本部）

写真2

べ っ ぽ

あっけしちょう

※注：線形隘路とは、曲線半径R＜200ｍ（道路構造令の望ましい値）、
縦断勾配i＞4％（凍結路面で大型車の登坂不能車両が増加する勾配）
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資料：民間プローブ（Ｈ26～Ｈ28）
注：夏季は3月～11月、冬季は12月～2月
注：厚岸町糸魚沢～釧路市の所要時間分布

冬期30分

夏期12分

根室港～釧路港
：約135ｋｍ、約140分

○日本の食卓を支える主要物流輸送経路の効率化や安全性の向上
○世界水準の観光地形成に向けた、ひがし北海道の広域観光周遊支援
○地域が安心して暮らせるため、医療施設への速達性・安定性の向上
○大規模地震発生時の避難・復旧活動を支援

３．政策目標

②周遊観光に不可欠な
高速ネットワーク

・釧路根室地域は、「アジアの宝悠久の自然へ

の道ひがし北海道」の一翼を担う地域であり、

観光資源が豊富。

く し ろ ね む ろ

十勝釧路根室地域の観光入込客数推移（図２）
資料：北海道観光入込客数調査報告書（北海道経済部観光局）

・高規格道路の延伸に伴い、釧路・十勝地域は観

光入込客数が増加傾向にあるが、高規格道路

ネットワークのない根室地域は横這いで推移。

く し ろ

ね む ろ

糸魚沢地区
約70人

真栄・港町地区など9地区

約4700人

湾月・若竹地区など10地区

約3500人

く し ろ ね む ろ

あっけしちょ う ね む ろ

根室地域

【道東道】浦幌～白糠間
H27.3開通

【道東道】夕張～占冠間
H23.10開通

釧路地域

十勝地域

第３次救急医療期間
市立釧路総合病院

厚岸町
人口

60分圏域外
人口（割合）

夏季

9.8千人

4.3千人(44％)

冬季 6.0千人(61％)

冬季悪天候時 9.3千人(95％)

く し ろ

根室地域は
入込が伸び悩み

冬季悪天候時の60分圏

夏季の60分圏

冬季の60分圏

市立釧路総合病院

厚岸町役場

厚岸町市街地
鶴居村

釧路市

釧路町

厚岸町

標茶町

（図２）

と か ち

釧路・十勝
地域は
入込が
増加傾向

厚岸町役場

北海道横断自動車道根室線（尾幌～糸魚沢）における計画段階評価
ねむろほっかいどう おぼろ いといざわ



比較ルートの考え方

【案①）別線整備ルート 【案②】 一部現道活用ルート

津波浸水予測範囲を回避し、環境面への影響に最大限配慮したルート 津波浸水予測範囲のうち、低浸水区間は道路の嵩上げにより現道を活用するルート

区間延長 約25km（自動車専用道路） 約24km（自動車専用道路＋現道改良）

政
策
目
標

日本の食卓を支える主要輸
送経路の効率性・安全性の
向上

線形不良区間の解消 ・急な上り坂、下り坂を回避できる ◎ ・現道活用区間に一部急な上り坂、下り坂が残る。 △

走行安全性の向上
・貨物輸送と厚岸市街・糸魚沢集落の生活交通の輻輳が解消され安全性が確保
される

◎ ・糸魚沢集落では、貨物輸送と生活交通の輻輳が残るため、安全性に不安が残る △

世界水準の観光地形成に向
けた、ひがし北海道の広域
観光周遊支援

釧路空港への
アクセス性向上

・夏季、冬季ともに年間を通じて釧路空港―根室市間の時間短縮効果が大きい ◎
・一部現道を活用するため、夏季、冬季ともに年間を通じて釧路空港―根室市間
の時間短縮効果が小さい

△

定時性の向上 ・冠水・地吹雪による通行止め多発区間の回避が可能 ◎
・糸魚沢集落付近で一部通行止め多発区間を回避できないが、現道対策で低減効
果が期待

〇

地域が安心して暮らせるた
め、医療施設への速達性・
安定性の向上

第３次医療機関への
移動時間短縮
（夏季・冬季）

・夏季、冬季ともに年間を通じて時間短縮効果が大きい ◎ ・一部現道を活用するため、夏季、冬季ともに時間短縮効果が小さい △

搬送時の安定性向上
・信号箇所（７箇所）や急なカーブ（９箇所）を全て回避し、搬送患者の負担
を軽減できる。

◎
・別線区間は信号箇所（６箇所）や急なカーブ（８箇所）を回避できるが、現道
改良区間で信号箇所（１箇所）や急なカーブ（１箇所）が一部残り、搬送患者
の負担軽減に支障がある。

○

大規模地震発生時の避難・
復旧活動を支援

脆弱性の解消
・津波浸水区間を別線整備により解消し、地震・津波発生時の避難・輸送ルー
トを確保できる

◎
・津波浸水予想範囲にある低浸水区間の現道の嵩上げにより解消し、地震・津波
発生時の避難・輸送ルートを確保できる

◎

代替路の確保 ・別線整備により全線代替路を確保できる ◎
・一部区間の別線整備と、既存の道道ネットワークを活用することで代替路を確
保できるが迂回距離は増える

〇

配
慮
す
べ
き
事
項

地域への影響

家屋等土地利用への影響 ・家屋等の支障が少なく、農用地への影響は小さい ◎ ・家屋等の支障が少なく、農用地への影響は小さい ◎

沿道地域からの利便性
・アクセスコントロールされるため糸魚沢集落からの利便性が案②に比べやや
劣る

〇 ・一部現道を活用するため糸魚沢集落からの利便性が高い ◎

自然影響への
影響

自然環境への影響
・延長が長いが、樹林地や貴重な湿地など自然環境への配慮が必要な範囲を回
避しており、自然環境への影響は小さい

◎
・樹林地や貴重な湿地など自然環境への配慮が必要な範囲を一部通過するが、樹
林等の改変面積が小さいため、自然環境への影響が比較的小さい

〇

工事中への影響
工事中の現道
交通への影響 ・別線ルートとなるため、工事中の現道交通への影響は案②に比べ小さい ◎ ・現道改良区間は現道交通への影響が大きく、工事中の通行規制が必要 △

経済性
整備区間や構造等に

係る費用
・案②と比べ経済性に優れる

◎
・津波浸水域を通過するため、対策費用が嵩み、案①に比べ経済性に劣る

△
約６２０～７００億円 約７９０～８８０億円

総合評価 ◎ △

厚岸湖

案②一部現道活用ルート

厚岸地域における対策案検討（図11）

対応方針【案①】別線整備ルート案による対策が妥当
・路 線 名：一般国道４４号
・区 間：厚岸町尾幌～厚岸町糸魚沢
・概略延長：約２５ｋｍ・標準車線数 ：２車線
・設計速度：８０km/h ・概ねのルート：図11の【案①】のとおり

13.50m

2.50

別線整備区間

3.50 1.50 3.50 2.50

北海道横断自動車道根室線（尾幌～糸魚沢）における計画段階評価

案①別線整備ルート

尾幌集落

厚岸市街

糸魚沢集落

４．対策案の検討

（参考）当該事業の経緯等
地元調整等の状況
・H29. 8 計画段階評価着手（第１回北海道地方小委員会）
・H29.12 第１回地域意見聴取
・H30. 6 計画段階評価（第２回北海道地方小委員会）
・H30.10 第２回地域意見聴取
・H31. 1 対応方針(案)決定（第３回北海道地方小委員会）

地域の要望等
・H29. 7 北海道横断自動車道釧路･根室間建設促進期成会が

地方小委員会早期開催を国土交通省に要望
・H29.11 北海道横断自動車道釧路･根室間建設促進期成会が

計画段階評価の促進を国土交通省に要望
・H30. 6 北海道横断自動車道釧路・根室間建設促進期成会が

計画段階評価の促進を国土交通省に要望
・H30.11 北海道横断自動車道釧路・根室間建設促進期成会が

計画段階評価の促進を国土交通省に要望
・H31. 2  北海道横断自動車道釧路・根室間建設促進期成会が

新規事業化を国土交通省に要望

ねむろほっかいどう おぼろ いといざわ


